
ハーバリウム体験方針  
ハーバリウムは難しくありません。ですが、確実に

作ってもらうために 1本目は基本形で誘導してい

きます。2本目以降ご自由に作ってくださいね。 

ちよの方針は「楽に、キレイに、楽しもう」です。 
 
 

注意点＞*お花は浮きます。枝を使って押さえます。 

*お花の入れる量は 5割位です。隙間がある位に。 

*お花の色は完成時は 1.5倍くらいに濃くなります。 

*丸いボトルを中心にお花は拡大されて見えます。 

 

★ここのお花は自家製でドライ加工しております。よって色や形

が 1輪、1輪違います。季節によって取れる花も違いますのでい

つも同じ花があるわけではありませんが、季節のお花を組合わ

せて楽しんでください。 



ハーバリウム 料金表 

★初めの 1 本は確実にできるように基本型（花、枝、花、枝の順に）

誘導していきます。2 本目からは自由に作るのも可能。 

 ͔   К ὦ 

ハーバリウム

1 本体験 

3,500 円 80 分 ボトル 200 ㏄以下 1 本制作。 

*基本花材で確実に制作。 

ハーバリウム

2 本体験 

4,500 円 120分 ボトル 200 ㏄以下 1 本、100 ㏄

1 本のセット。 
小さいボトルで基本をマスターして

から大きい方で自由制作を。 

★キャップ・リボンが選べます。 

★プレミアム花材を使われる方は+500 円になります。 

【本格体験】 

+削る。加工付き

1 本体験 

5,400 円 120分 基本の 1 本体験+リューターで

文字を削ったり加工ができま

す。オリジナル感が出せます。 

【本格体験】 

ハーバリウム 

作り放題 

10,800 円 150分 ５～10 本位できます。必ず１人

で作ってください。一定の完成

度を保つよう制作・指導します 

プロ養成 

1 日講座 

21,600 円 6 時間 ①ハーバリウム実践②知識 

*追加される方は小ボトル 100 ㏄に付き 1000 円です。 

̒М˔НзϳЭψΣ◓ πϜḛ πΦϦΜτ Ϙβʻ ︣ΨΜΤσΤμθ

ϣ ΰϘβχπΣṓὖτΣ ϬᶝΪοΨιήΜφʻ 

【見学・付き添い】 ちよのでは授業料 2000 円+材料費で体験を行っております。見学者も

授業料部分の 2000 円/1 回かかります。観光地ではなく通常教室ですのでご理解ください。 



【ハーバリウム作り方】 
初めにメイン花材を 1本とボトル

を決めて頂き、スタートします 

 

次に下から順に作ります。花材は

砂、あじさい、ポプリ、実です。 

 

その後、枝・麻を入れメイン、サ

ブメイン花材を入れていきます。 

 

お花は浮きやすいので、麻やカス

ミソウなどの枝物で上手く止め

るのがコツです。 

 

10 グラデーション程に花材が見

えますと高級感も出て綺麗です。 



【ハーバリウムのコツ】 
 

Step1. 印象を決める 
【例】春っぽい、明るい、華やか、涼し気、爽やかに・・ 

 

①色相でまとめる。 赤・黄色・青等の同系色でまとめる 

②色相で変化させる。反対色を使う。 

③色調でまとめる。同じ彩度で色を変える。 

④色調で変化させる。彩度、明度を変える。 

⑤アンダートーンの統一 

⑥無彩色を使う 

 

Step2. 技法を決める 
 

①1 輪挿し技法  枝を生かす 

②3種花材の繰り返し  

③同一花材技法 アジサイと枝物 スッキリして色が映える 

 

Step3. 花の分量 
【例】花材は全体の 60％入れるのが屈折上、望ましい。 

 

①1 色で統一感を出す。明度で変化を出す。 

②3分割 3：3：3  

③8（メイン色）：2（差し色） 

④ポイント 1（メイン色）：9 

 

 



【テクニック】 
1. 面積 8（メイン色）：2（差し色） 

花材は全体の 60％入れる。花を浮かせないように。 

 

2. リズム・繰り返し  

あじさい、貝細工、カスミソウ等 3 種類位を 3 セット繰り返

して 1 つのボトルに入れる。これは一見平凡なものの印象を

強めれる技法 

3. バランス 。下濃い目の色調上薄目の色調。

下量多め上量少な目…安定感を得られる 

 

4. 分割・セパレーション  

隣り合う色が強過ぎる、弱すぎる色を緩和し、まとめること 

低明度と高明度で境界線をハッキリと無彩色、金銀等も使う。 

ハーバリウムではあじさい 5 色くらいで層を分けて入れる 

 

5. グラデーション 同一花材で徐々に明

るく、暗くする。規則性で動きを付ける。まとまり感が出る。 

 

6.コントラスト 対比を作る。視認性が高い。 

7. アクセント、ワンポイント 強調する。

8. 大小 大きさを変えて変化を付ける 

9. アンダートーンの法則 10.色のドミナント 



【色相】 

 

 

【色調】 

 

 



 

同系色相配色・・統一感があり無難。色を統一

して濃淡で変化させた配色。 

 

類系配色・・少しの変化。近い色同士でまとめた

配色 

 

反対配色・・インパクト大。反対色、補色を加え

て変化を付けた配色 
 

 

  



 

 

色の性質を知る 

色の性質というものを詳しく見ていくと、三つの属性から成り立っています。一つめの属性は、赤

や緑や青といった色味があります。これを「色相」といい、色の変化を順番に並べて環にしたもの

を「色相環」といいます。二つめの属性は、ある色の明るさを示す「明度」です。これは文字どおり

色の明暗で、明るさを増していくほど色は白に近づいて見えることになります。三つめの属性は

「彩度」で、彩度が高ければ高いほどその色本来の見え方となり、彩度が低くなればどの色もグ

レーになっていきます。 

色を組み合わせる際のポイントとは？ 

配色とはこれら三つの属性を変化させたものを、それぞれ組み合わせる行為です。配色というも

のは二つの組み合わせであれば、どのようなものを選んでもきれいに見えるものです。しかし、3

色以上の組み合わせとなると、とたんに難しくなってしまいます。 



それでは色を組み合わせる場合、どのようなところに注意すれば良いでしょうか。まず色にはそ

れぞれイメージがあります。例えば赤やオレンジなどは、暖かさや活発さを喚起します。反対に

青や紫などは、寒さや落ち着きを感じさせます。全体の統一感を出したい場合は、色相環で近い

色どうしを選んだり、明度の近いものを選ぶと良いでしょう。反対にメリハリのある目立った配色

にしたい場合は、色相の開きがあるもの、明度や彩度の差が大きいものを使うと効果的です。 

どのような効果を意図するか明確な目的を持って、配色を考えるようにしましょう。 

色相を統一して彩度や明度で差をつける 

色というものには色相や彩度、明度という属性がありますが、同じ色相の色でも彩度や明度を変

えるだけで印象が変わってきます。例えば、彩度の高い赤は力強さや躍動感を感じさせることが

多いものですが、この赤の彩度を下げ気味にして、明度を高くしていくと、かわいらしく柔らかい

印象に変化していきます。 

一般的に暖色系とされる色味の明度を高くしていくと、優しくソフトなイメージに、赤系統や紫系

統の彩度を抑えて明度をやや上げて使うと、落ち着きのある上品さを演出することができます。 

誰に届けるかを考えた色選びが大切 

どのような相手を想定しているかや使う季節などを考慮して、配色を選ぶとよいでしょう。明度の

高い色で統一したやさしいイメージは女性や子供をターゲットにする場合などに有効でしょう。こ

のほか、重厚なイメージやレトロなイメージなどを揃えてみましたので、参考にしてみてください。

 

https://www.fujixerox.co.jp/support/howto/column/images/basicseminar1_2_img_02_large.gif


 

 

1. Ǯǚǚǧǘǵ̸ȑ ǮȨɨȶɈɩ̸ᴜǓǮǔȅǠƳ 

ʫ Ǯ 1ΉǵȨɱɨɶɭɱǵ ɵȪɧȷɵɍɶɎɨȤɞɵȫɡɱɇɩ̸ᴜș Ǟ

ȅǠƳԍ ɵ Ƕ ὤ Ǯẉǖǵ ș̸ǪǭȅǠƳ ⱪǓїȅǠƳ 

 

ᾶ֦׀.2 ǒȐ♪ 5ѝƳ˧ ǲ͛ѫǱ ᷂ ׀ ↄ  

ʴɵї█ʴǵ ȉדǋǮ̸ȑǲǑὫȑǋǦǧǘȅǠƳ ̸ᴜǶ♥  

ȉǨȔȚ֦׀ᾶ⁸ ǵ ȉ͛ѫǮǠƳₒȑǲǑ ˗ȋǑ ǋ ȉǮǔǨȊǋȅǠƳ 

 

3.ȠɁɆəɶɞǱ ὙǮǋǫȉǑ ǞǭȅǠƳ 

Ǒ ἧș ♪ǜȚǓ ǪǭǔǭǖǧǜǪǦȑǞǭƲ ǵ ȖȑǲǑ ǞǭȅǠƳ 

 

4. ȱɱװ ɵȪɧȷ˧ ̝Ǳǰ σ 1000 ᶥ̊ʣ

ặǮВ̸ֿ ǵ Ǟǋ ̸ȑǵ̝ș ǞȅǠƳ  

 

ᾶ֦׀ ѼǮ 1˲֓қǮȉ ǞǖẎһǮ ȱɱǓǮǔȅǠƳȂȃװ σǞǭǋ

ȅǠƳƼỵ ȵɥɁɕǨȏǵƽǮ ǖǧǜǋƳ 

 

5. ʣǵȮɩɶɕǮ̊׀ Ǟўȑ ὙǓǮǔȅǠƳ׀

ↄɵ ῬↄǮ ɵȪɧȷ ̱ Ὑɵ Ǟўȑ Ὑ  

ᶧ̱ Ǯ ˲ǉǦȑ 2,000 Л ǮǔȅǠƳᶽ Ƕ ʣǮ̊׀20 ǞўȑƳ 

 

6. ЋᶮǰǚǿǮȉ ǔȅǠƳ ɵȪɧȷї█ Ὑ ˧

˧ ǯї█ ǶǒǒȑȅǠǓƲǠȀǭǵ Еș ǪǭǰǚǮȉ ǔȅǠƳ 

ᾛἶ ɵPTAɵἧ̝͑ɵ̝ Ǯ̱ ὙǓǮǔȅǠƳ 

 

7.̟ › ̸ὤɵ̸ὤǵ ᾚ 

ǞǪǒȑǯǞǦ ᾚɵ̸ᴜǒȐƲ Ǳ̸ᴜ̸ȑȅǮǛ ὑʤǜǋƳ Ӵ̱ ǯ

̱ ɵ ₡ ὙǓǉȑȅǠƳ 
 

8.ȹɝɕɫ̸ὤ ǞȅǠƳ 

Ǯ̸ὤș Ǡ Ᵽ ʤǜǋƳɎȢɆȉҹ ǞǭȅǠ  



̒ χ ρψ 

χ ψ色相・明度・彩度χ 3νΥΚϤϘβʻζϦηϦḛ τ ΰϘβʻ 

¶ 色相ʿ ›Μ 

¶ 明度ʿ ϥήχ  

¶ 彩度ʿ ϞΤήχ  

ζϦπψʺԁνԁνᶎ ΰοΜΦϘΰϡΞʻ 

色相ρψ ʺ σςχ色味（色の種類）Ϭ◙βᾠ πβʻ 

βϓοχ χṁ ρσϥϱϵк˔(Y)ʺЫЉрЌ(M)ʺЄϯр(C)Ϭ色の三原色ρᾠΜϘ

βʻ 

 

╣ᾖ Ϭṁ τʺ ᵬ τ ϙϬᴥΠο⌠ϣϦθχΥʺ色相環πβʻ色相環ρψʺ

ϬדἹτ ΰθϜχπʺ Ϭ Ὁ τᶎ βϥάρΥπΦϘβʻ χṁ Ϭ―

Πϥ π σ πβχπʺεϋᶐΠοΣΜοΨιήΜʻκσϙτ対角線上に向かい

合う色Ϭζχ χ補色ρᾠΜϘβʻ ●Ϭ₤εϥρʺᵥ τσϤϘβʻ 

 



 

明度ρψ明るさの程度Ϭ βᾠ πβʻ Υ‰Μ Υ τựΜ ϥΜ τʺ Μ

Υ⁷ τựΜӚΜ τσϤϘβʻ Πω ᴻ ψ Υ‰Μ ʺЯІϽз˔рψ

Υ Μ πβʻ 

 

彩度ψ鮮やかさの程度Ϭ βᾠ πβʻ⅔ Υ‰Μρ ϞΤπψμΦϤΰθ Μ τ

σϤʺΩϜ⅔ χ‰Μ Ϭ ρᾦόϘβʻ⅔ Υ Μρ μοϖϭϞϤΰθ τσ

ϤʺΩῇψ ⅔ ˢ⁷ʾϽй˔ʾ χΜγϦΤˣτσϤϘβʻ ΠωЄϯрψ⅔ Υ

‰Μ ʺУи˔Ͻй˔ψ⅔ Υ Μ πβʻ

 



Е˔рρψ 
ʾ⅔ ψӪ Υ τ ϙ›μοΜϥӮʺ₤ ΰοΰϘΞ ϜΜϥχπψσΜ

πΰϡΞΤˁζϭσⱲτ βϥᾠ Υトーン（色調）πβʻЕ˔рψ明度と彩度を

組み合わせた色の雰囲気ϬʺϢϤ直感的τ ᾝπΦϥᾠ πβʻ 

 

ʺτψ∑ם ԁЕ˔рχ Ϭ ϙ›ϩδο►ΞάρΥϢΨΚϤϘβʻ 

 



ГϼИАϼ ⅔ χṁ Ϭᶘ ΰθⱳψʺ配色の 

テクニックτνΜοᶘϭπΜΦϘΰϡΞʻ ρψ χ χ ϙ›ϩδπβΥʺΜ

ΨνΤχ σ ΥΚϤϘβʻГ˔Ы τ Ϭ ΰοΜΦϘβʻ 

補色色相配色 

補色ρψʺ ϕς ΰθ Ϥʺ色相環の対角線上に向かい合う色同士χάρπβʻ

強い対比を意識させる π τ ῟σ︣ πβʻ►ΞЌϱЬрϽτϢμοψЀрЕ

жІЕΥ ΦᵃΧο σԊ Ϭ ΠοΰϘΞχπʺ ψיּ Ӫΰο►ΜϘΰϡΞ  ̒

 

分裂補色配色 

τựΨ Ѐ̋рЕжІЕϬ∑ θδϥ Υ分裂補色配色πβ 3̒ つの色を

組み合わせる配色で、一つの色とその補色に隣り合う２色Ϭ ΜϘβʻ

ρ ᶓβϥρ ΰЀрЕжІЕΥֿפϘϥχπʺ χיּ πϜ ΜϞβΜρΜΞ

ϜΚϤϘβʻάϦϜ ρ αΨ πϜ︡Ϥיּ ϙϞβΜ χԁνπβ  ̒



ϘρϘϤ ρψ 

ẄτσαϙΥϢΜʺ Ὁ χ ϙ›ϩδχ ϜΚϤϘβ ζ̒ϦΥϘρϘϤ πβʻ 

類似色相配色 
類似色相配色ψ同じトーンで、隣接する色相の配色χάρπβʻϘρϘϤΥϢΨʺ

ΰθ ԁḇϬ ΠϘβʻ 

 

同一色相配色 

同一色相配色ρψʺ色相の同じ色で、トーンのみを変えた配色ʻ ⱨ ϢϤϜ

ήϣτ統一感を与え、メッセージ性の強い印象Ϭ ΠϘβʻΰΤΰʺ Τν σ

Ԋ Ϭ Πϥ ›ϜΚϥχπʺ► Ⱳψ ӪΥ πβʻ

 



άϦϣχГϼИАϼϬ ϘΠοם∑τ ΰοϙοϜʺςΞΰοϜ τϢΜ

τσϣσΜʺ ϘϣσΜρḇαϥ τ ᵓΞρ◘ΜϘβ ζ̒ϭσⱲτ τ νχΥʺ

セパレーションρアクセントカラーπβʻ 

セパレーション 
セパレーションρψ色と色の間に別の色を使って境界をつくり、それぞれの色をより

はっきり演出する技法πβʻЀрЕжІЕΥ ν τ ΜϥρζϦηϦχ Υ

ᶎτσϤ῟ᴮ πβʻἇ τψ ʺ⁷ʺᵥσςχЯЛЕ˔рϸж˔Ϭ ΜϥρЀр

ЕжІЕΥψμΦϤΰϘβʻ 

 

アクセントカラー 

アクセントカラーρψʺ╣ Ⱳτ σΥϣ全体を引き締める ᶤϬᴮθβ

χάρπβ ά̒χ Ϭ Τΰ Ϙ̋ρϘϤ ⱲτϯϼЈрЕϸж˔ϬᴥΠϥάρπʺ

ԁḇρ ⱲτψμΦϤρΰθԊ Ϭ ΠϥάρΥπΦϘβʻ 

ʺϘρϘϤ Ⱳτ► ΰθ χ Ϭ Μϥρ῟ᴮ πβʻ 



 

╣ π βϥ∑τʺ σ黄金比「70:25:5」ρΜΞϜχΥΚϤϘβʻάϦψΩϜН

жрІχ Μ╣ ιρᾠϩϦοΜϘβʻם∑τʺ ϞЈОй˔Єдр

Ϭ Μθ╣ σςτϜ►ΠϘβʻ 

χ ΦΜϜχΤϣメインカラー、サブカラー、アクセントカラーρᾦωϦ 3̋νχ

ψζϦηϦᴞχ︣ πὨϛοΜΨρ Μπβʻ 

1. Юϱрϸж˔Ϭ ʻГ˔ЫϬӪ꜡ΰο χ‰ᵃΧσΜ Ϭ όϘβʻ 

2. ЂУϸж˔Ϭ όϘβʻάϦψṜⱧ π ᵒΰθ Ϭ Τΰο―ΠϘΰϡΞ  ̒

3. ΩῇτϯϼЈрЕϸж˔Ϭ ΰϘβʻ ϬԏΦ ϛϥⱲτ σ πβ

 


